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 量の測定は物理科学の基本であり、測定した量の表現は科学の言葉に

あたる。そして量と単位の表記法は「かなづかい」に相当する。乱れた

かなづかいで書かれた国語の検定教科書は存在し得ないのに、何故か量

と単位の表記が乱れた理科の検定教科書が蔓延している1)。乱れが乱れ

として認識されないのは、量と測定の根本原理を理解せず、表記を単な

る習慣的な約束事に過ぎないものと誤解しているからである。 

測定の根本原理とは、 量＝数値×単位 である2,3)。これをもとに

した量と単位の合理的な表記法が国際的に推奨され4)、わが国でも翻訳

されてJISとして定められ5)ている。しかし日本ではこの表記方法が普及

せず、単位を〔 〕で囲む日本独特の表記が高等学校物理を中心に広ま

っている。例えばISO/JISの推奨では 長さ＝5 m と書くべきところが、

長さ＝5〔m〕 と書かれている。また、表の欄の見出しやグラフの軸の

目盛の説明では、推奨される  長さ /m が使われず、長さ〔m〕  と書か

れる。さらに「電流をI〔A〕とする。」のようにI が電流という量その

ものか、電流をアンペアという単位で測った時の数値か、不明確な書き

方が多数見られる。いずれも上記の 量＝数値×単位 の考えからする

と、筋の通らない、あるいは意味不明の書き方である。 
 中国の「高級中学課本」の物理、化学を見ると、量と単位の表記は、

きちんとISOの推奨する方式に統一されている。かたや日本の現状を見

ると、測定の根本原理という出発点をきちんと踏まえないままに科学教

育が行なわれ、その教育を受けた若い科学者が、深く考えもせず混乱し

た表記法を使い続けている。何とかしなくては、と思う。 
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